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詳細はこちら

※両部門ともテーマ自由
※本コンテスト所定原稿用紙の利用必須
※学校教員からの複数応募に限り、郵送で受付可能
 （個人応募の場合はWebサイトの専用フォームより応募）

募
集
作
品

②にんげん部門
　　（８００字以内／エッセイ作品）

①小説部門
　　（８，０００字以内）

高
校
生
・
中
学
生

※
中
学
生
は
に
ん
げ
ん
部
門
の
み

「沙瑛、大好き」 その声はいつもよりずっと強く、心に響き渡った。かす
かに波の音も感じた。私は海に誘われたような気がして、胸元のネックレス
を握り、荷出しの途中で家を抜け出した。さざなみが⼼を覆うような優し
い⾳を⽴てて、引いていく。あの声はもう聞こえない。 
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２０２６年７月６日（月）～　　 ９月４日（金）
自分らし
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第
十
四
回

寝室の窓から、曇り気味の夜空を見上げる。こ
の分なら⽉はすぐに隠れてしまうだろう。�私は
読みかけていた本を机に伏せて、机の引き出し
の中から線⾹を⼀本⼿にとった。

対 象

※本コンテストにおける過去の受賞作品の一部を掲載しています。


